










































A survey of beverage consumption among the university students:
focusing on carbohydrate intake








うち，飲料から100 g /日以上の糖質を摂取していた学生は男子 4名，女子 3名に認められ，男子 4名のうち1名は糖
質摂取量が200 g /日を超えていた。
キーワード：飲料摂取，大学生，アンケート

































































項目 全体 男子 女子
平均値 ± SD 平均値 ± SD 平均値 ± SD
年齢（歳） 20.6± 2.3 21.9± 2.3 19.3± 1.5
身長（cm） 163.7± 8.1 169.5± 5.5 158.0± 6.0
体重（kg） 56.7± 9.4 61.0± 8.7 52.1± 7.8
BMIの判定 人数（％） 人数（％） 人数（％）
18.5未満 14（12.1） 8（13.3） 6（10.7）
18.5以上25未満 94（81.0） 47（78.3） 47（83.9）
25以上 8（6.9） 5（8.3） 3（5.4）
居住形態 人数（％） 人数（％） 人数（％）
一人暮らし 80（66.1） 53（88.3） 27（44.3）





















































図4 市販飲料購入時に注目していること 図5 主な購入場所
表2 飲料摂取量と飲料からの糖質摂取量
全体 男子 女子
平均値 ± SD 平均値 ± SD 平均値 ± SD
飲料摂取量（mL/日） 1122.9± 668.1 1213.8± 633.6 1033.4± 699.2
飲料からの糖質摂取量（g） 24.5± 37.4 24.3± 42.0 26.7± 32.4
表3 飲料摂取状況
全体 男子 女子
（mL/日） 人数（％） 人数（％） 人数（％）
500未満 7（5.8％） 4（6.7％） 3（4.9％）
500以上1000未満 44（36.4％） 17（28.3％） 27（44.3％）
1000以上1500未満 54（44.6％） 21（35％） 23（37.7％）


































































































毎日食べる 25.3±33.3（n=50） 31.0±53.8（n=14） 23.0±21.5（n=36）
ほぼ毎日食べる 25.0±42.9（n=26） 5.3±16.0（n=9） 35.5±49.2（n=17）
欠食がちである 22.4±29.9（n=22） 21.3±29.1（n=17） 26.0±35.6（n=5）
ほぼ毎日欠食している 29.5±46.5（n=23） 30.6±49.2（n=20） 21.8±26.7（n=3）
間食習慣
あり 24.4±32.0（n=80） 21.6±31.2（n=38） 26.9±32.9（n=42）
なし 27.6±46.4（n=41） 28.9±56.6（n=22） 26.2±32.4（n=19）
食事の組み合わせ
考える 26.6±34.8（n=38） 35.0±48.2（n=14） 21.8±23.9（n=24）
あまり考えない 23.8±36.6（n=60） 15.5±32.4（n=28） 31.1±38.9（n=32）
考えない 27.9±44.3（n=23） 29.6±49.3（n=18） 22.0±20.7（n=5）
運動系部活動・サークル
所属している 31.8±37.2（n=52） 26.4±35.8（n=26） 37.3±38.4（n=26）
所属していない 20.7±37.0（n=69） 22.7±46.6（n=34） 18.8±24.9（n=35）
BMIの判定
18.5未満 40.1±60.3（n=14） 61.6±73.5（n=8） 11.3±12.4（n=6）
18.5以上25未満 23.4±33.0（n=94） 19.8±33.5（n=47） 26.9±32.4（n=47）
25以上 28.0±40.7（n=8） 6.2±13.8（n=5） 64.4±47.4（n=3）
健康についての自覚症状
0～2個 15.4±22.0（n=64） 13.7±23.4（n=39） 18.2±19.8（n=25）
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